
家庭学習のポイントは何なのでしょうか？
これまで予習・復習の習慣や学習の工夫
（例：要点を図示化する）を支える学習の主
体性が学力と関係することがわかっていま
した【図4】。
学習の主体性は重要です。なぜなら学習
の主体性に関する得点が低い*子どもたち
は勉強時間が長くても成績の伸びにつな
がりにくいからです【図5】。全体としては平
日家庭学習時間が増えると成績の伸びにつ
ながります【図5（e）】。しかし，学習の主体性
に関する得点が低いグループでは，そうし
た関係があまりみられません【図5（f）】。
勉強も重要ですが，読書を通じて様々な
知識を得ることも大切です。例えば全体と
しては1時間以上の家庭学習時間で成績が
平均付近にあります【図6（g）】。しかし，
本を読んでいない子どもたちの場合，平均
付近の学力に至るには3時間以上の勉強が
必要です【図６（h）】。

令和3年度　「学習意欲」の科学的研究に関するプロジェクト リーフレットどう勉強をしたら成績が伸びるのでしょうか?

家庭学習・読書の習慣化，勉強法を考え工夫することが
成績の伸びにつながります！

貴重な時間を大切に！
ついついやっていませんか？
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― 仙台市標準学力検査，仙台市生活・学習状況調査結果の横断・縦断分析結果から ―

❶児童生徒の学習状況や生活習慣等について，全市的な規模で客観的な分析・把握を行う
❷各学校が，自校の成果と課題を把握・分析し，指導の工夫・改善を図る
❸調査結果を，個に応じたきめ細かな指導の充実に生かす
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＊予習や復習の頻度や学習上の工夫について
の質問から算出した学習の主体性に関わる
指標の得点が，ある基準よりも低いことを意
味する（平均から１標準偏差以下を基準）。

平日1時間以上の動画視聴で
成績に悪影響！

「ながら勉強」は成績を下げます！

家庭学習・読書の習慣化，
勉強法を考え工夫することが重要です！

【図４】学習の主体性に関わる習慣や勉強法

【図 5】学習の主体性が低いグループの学力と家庭学習時間

【図 6】読書をしない子どもの学力と家庭学習時間
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家庭で動画を見すぎていると
成績にどういった影響があるのでしょうか？

動画を見ながらの勉強に効果があるでしょうか？

平日の動画視聴が1時間を超えると
成績が伸びにくい！

スマートフォン等の電子端末では様々な動画サービスを利用することができます。しかし「ついつ
い動画を見てしまう」ことが増えると，成績に悪い影響が出てくることがわかっています。
下の図は家庭で平日動画を１時間以上見ている子どもと，1時間未満に抑えている子どもの勉強
時間，睡眠時間と成績との関係を表しています。平日の動画視聴時間が1時間未満の子どもたち
（右）は，学習時間が短い場合でも成績の伸びがよいことがわかります。

勉強中の動画視聴が多いほど成績が低い！

家庭でのふだんの「動画視聴」，「学習」時間帯をチェックしてみましょう！
例

ついつい動画を見ながら家庭学習をしてしまう人もいるのではないでしょうか。
その家庭学習に効果があるか，考えてみましょう。
下の図は，家庭学習中の勉強目的以外での動画視聴頻度と，成績との関係を表しています。
勉強中の動画視聴が増えてしまうと，成績に悪い影響がでることが簡単に読み取ることができる
と思います。

①動画視聴１時間以上の子どもたち（左）は，たくさん勉強しても成績が平均50付近にとどまっ
ている。

②動画視聴１時間未満の子どもたち（右）は家庭学習時間が短くても平均50を超えている。例
えば30分勉強して7時間ほど寝ている子どもたちは，動画視聴1時間以上（左）だと，成績が
平均に届かない（a）が，動画視聴１時間未満だと成績は平均を超えている（b）。

①家庭学習中に勉強目的以外で動画を視聴
する頻度の多さと，成績の低さには関係
がある。

②家庭学習中に動画を見ない
子どもは短時間の学習で成
績は平均を超える（c）。

　　家庭学習中に動画を見る
習慣がある子どもたちは
3時間以上学習しても成績
は平均に届かない（d）。

【図 1】平日1日あたりの動画視聴時間別に見た成績・勉強時間・睡眠時間の関係

【図 2】平日家庭学習時の勉強目的以外動画視聴頻度と成績

【図 3】平日家庭学習時の勉強目的以外動画視聴の有無と学習時間，成績との関係
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